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審 査 結 果 の 要 旨 

 

本研究は地域高齢者における身体活動の種類とセルフケア能力、身体状態および基本属

性との関係性を検討したものである。その結果、身体活動を行っている高齢者はセルフケ

ア能力が高いことが示された。コレスポンデンス分析の結果、年齢、性別、セルフケア能

力の違いを問わず、ストレッチ、ウォーキング、ラジオ体操は多くの高齢者が実施してい

ることが示された。また、75歳未満の高齢者は強度の高い身体活動、75歳以上の高齢者は

集団で行う身体活動、セルフケア能力高値群は地域サークルを好むなど、年齢、性別、セ

ルフケア能力によって好まれる身体活動の特徴に違いがみられた。本論文の内容は、地域

高齢者に身体活動を推奨する際には、年齢、性別、セルフケア能力にしたがって、一人で

簡便に取り組めるもの、集団で行うもの、運動の強度など、個々の特性に応じた身体活動

の選択の必要性を示したもので、保健医療分野で明らかに学術水準を高めたものと認める。 

 

           

               

 


